
若手職員数名に

インタビューをしました。

★学生時代のアルバイト経験から、働くということが身近に感じられたため、労働

行政に興味・関心があった。また、一般の求職者よりも就職が難しいであろう、

障害者の雇用の開拓にも携わりたいと思ったから。

★就職活動をきっかけとして、職業人生への不安や重要さを強く感じました。その

時に、労働環境を整え、労働者を様々な面から支えている労働局にあこがれを持

ったからです。

★パソコンに向かうような事務仕事だけでなく、人と触れ合うことができる窓口の

仕事もしてみたいと思ったから。

★契約していた家庭教師派遣会社の破産という経験から、企業の破産により職を失

った方の手助けができる行政を知り、携わりたく、労働局を選びました。

★生活に直結する「労働」という点から人々を支えることで、自分自身もやりがい

をもって仕事が出来ると思ったから。

★国民との距離が近く、地域に密着して様々な人と企業と直接関わり、生活を支え

ることができる、やりがいのある仕事だと思いました。また、地元で働き続ける

ことができる点にも魅力を感じ、労働局を選びました。

★ワーク・ライフ・バランスを重視していて、有給休暇や育児休業を積極的に取得

していることなどから、自分のプライベートの時間も充実させることができる職

場だと思ったから。

数多ある就職先候補の中から、

何故、労働局を選んだのか？



★自分の業務はもちろんのこと、日々幅広く労働行政に関心を向けられること。ベ

テランの上司が丁寧に教えてくれること。ブラックじゃないこと（当たり前です

が笑）。

★利用者との距離が近く、来所者の方の意識の変化や就職という結果が、自分の仕

事の成果として感じられる点は大きなモチベーションになります。特に、求職者

の方が「アドバイスのおかげで就職が決まりましたよ」と報告に来られた時など

は、この職場を選んで良かったと感じます。

★職場の方たちが優しくて、自分を可愛がってくれることです。確かに就職先を選

ぶ際に自分がやりたいことは何かという視点も重要だと思いますが、組織で仕事

を行う以上、人間関係は大事なので、そこは大きなポイントだと思います。

★窓口対応に出ていて、初めて利用者から指名で依頼された時。自身が必要とされ

ていることを感じ、「頑張ろう！」と前向きになれた。

★いままで知らなかったような地元の企業が、実はすごい商品を作っているのを知

ることができたとき。職場のみなさんが優しいので、仕事上のどんな些細なこと

でも親身になって相談にのってくれたとき。

★学生から急に社会人になって大変ではあったが、基本的に残業も少なく有給がと

りやすく精神的に余裕がもてたとき。

★他の行政より利用者の方と対話する機会が多いので日々やりがいを感じることが

出来ます。職場の方も優しい方ばかりで、何より休みがとりやすいです！

★業務の中で労働保険や労働基準法についての知識を身につけられることです。友

人から質問されることもあり、回答すると頼られる嬉しさも感じることができま

す。

労働局に入って「良かったなぁ」と感じたのは

どんなとき（こと）？



★不特定多数の方と触れ合う機会が非常に多い職場です。人と話すことが好きな方、

人の役に立ちたい方には合う職場だと思います。

★私がそうでしたが、自分のイメージにとらわれず、様々な業種の説明会に参加し

て見識を広めることが大事だと思います。そうした中でその職種を選んだという

思いが就職活動の武器になると感じています。不安なことばかりで大変だと思い

ますが、自分の実力を十二分に発揮できることを期待しています。

★試験勉強に集中することは大切ですが、周りの人との関わりを疎かにしないよう

にすることはもっと大切なことだと思います。なぜなら、仕事は周りと相談する

ことが非常に多いからです。

★素直で、ありのままの自分自身を、就職活動においても職場においても持ち続け

ることが大事ではないかと思います。

わからないことは、一人で抱え込まず、他の職員や上司に質問しましょう！

★自分の仕事を通じて人の人生に関わることのできるやりがいのある職場です。人

の役に立てる仕事がしたい方なら、ぜひ労働局へ！

★労働行政の業務は多岐にわたるので、いろんな経験を積んで自分の成長につなげ

たいと感じる欲張りな方にお勧めです。

★就職活動をしている人同士で勉強の合間などにお話することで息抜きにもなりま

すし、自分の考えも深められます。たくさんの人とお話して、自分のペースで頑

張ってください！

★自分が想像していたよりも仕事の範囲が広く不安もありましたが、充実した研修

や優しい先輩方が多く、安心して働くことのできる職場だと思います。仕事も暮

らしもエンジョイしながら、自らを高めていくことのできる環境が整っている富

山労働局で、ぜひ一緒に働きましょう！

労働局を目指す方に対し、アドバイスや一言をお願い

します！


